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        Tooru Mogami and Kazuo Ohtaguro 
From the Department of Urology, Nagoya City University Medical School
   During the 3 years from 1987 to 1990, we gave hyperthermia to 11 of the patients who visited 
our department for the treatment of invasive bladder cancer. Results and prognosis are reported. 
   Stage and grade of the cancer before the treatment in 11 cases were T2 in 5 cases, T3 
in 3 cases, T4 in 3 cases, transitional cell carcinoma (TCC) grade 2 in 8 cases, TCC grade 3 in 
2 cases, and TCC grade  3-1-anaplastic arcinoma in 1 case. 
   Complications were observed in 8 of the 11 cases, such as severe heart disease and others. 
Pretreatment of radiation therapy, transurethral resection or chemotherapy was given in all cases. 
Hyperthermia was performed combined with hydroxypropyl cellulose-(HPC)-adriamycin, or radia-
tion therapy, and the following results were obtained: complete response (CR) in 4 cases, partial 
response (PR) in 4 cases, no change (NC) in 2 cases and progressive disease (PD) in 1 case. 
Among 4 cases of PR, total cystectomy was performed in 3 cases. These 3 cases and the 4 cases 
of CR are alive now, but the other 4 patients died.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1597-1599, 1991)








対 象 と 方 法
対 象 は1987年か ら1990年の3年 間 に 名古 屋 市立 大 学
泌尿 器 科 で 治 療 を お こ な ったlI例 のT2以 上 の膀 胱
癌 症 例 で,stageT2が5例,T3が3例,T4が3
例 で あ る.治 療 前 の病 理 組 織 学 的 診 断 は,transi・
tionalcellcarcinoma(TCC)grade2が8イ列,
TCCgrade3が2例,TCCgrade3とanaplas.
ticcarcinomaの混 在型 が1例 で あ った(Table1)。
また これ らの11例中8例 に 合 併 症 が み られ,5例 に
は重 症 の心 疾 患 が,ま た そ の 他 の合 併 症 と して,脳 梗
塞,腹 部 大 動 脈 瘤,悪 性 リンパ腫,前 立 腺 癌 が そ れ ぞ
れ1例 にみ られ た(Table2).また2例 で は 膀 胱 全
摘 術 を拒 否 して い た.
な お これ らの11例は いず れ も前 治 療 と して な ん らか
の治 療 を 受 け て お り,そ の 内 容 は,radiationが3例,
transurethralresection(TUR)が7例,膀胱 部 分
切 除術 が1例,GAP(cyclophosphamide,adria-
mycin,cisplatin)をは じめ とす る全 身 化 学 療 法 や膀
胱 内注 入 療 法 な どな ん らか の化 学 療 法 を5例 で そ れ ぞ
れ 受 け て い た(Table3).
ハ イパ ーサ ー ミア は 山 本 ビニ タ ー 製 の深 部 治療 用
ThermotronRF-8を用 い,1症 例 に 対 し,1回 の
加 温 時 間 を60分と し,週1回 で合 計2回 か ら9回 加 温
した.温 度 測 定 は経 尿道 的 にThermocoupleを膀 胱
内に 挿 入 し,計 測 した.さ らに ハ イパ ーサ ー ミアの併
用 療 法 と し て,6例 にhydroxypropylcellulose-
adriamycin(HPC-ADM)の膀 胱 内注 入(1回20
1598 泌尿紀要37巻12号1991年
mg/20m1,2～5回)を,2例 にradiation(60






を 併 用 した(Table4).
以 上 の 治療 効 果 判定 は 小 山一 斉 藤 の 直接 効 果 判 定基


































































11例の ハ イ パ ーサ ー ミア を 中心 と した 治療 効 果 は,
completeresponse(CR)は4例,partialresponse
(PR)は4例,nochange(NC)は2例,progres-
sivediscase(PD)は1例とい う結 果 で あ った.な お
PRの え られ た4例 中3例 で膀 胱 全 摘 術 を 施 行 で き
た.こ れ らの 症 例 の予 後 を み る と,CRの え られ た4
例 は い ず れ も生 存 して お り,そ の生 存 期 間 は2ヵ 月 か
ら33ヵ月 で あ る.ま たPRの4例 中膀 胱 全 摘 術 を お
こ なえ た3例 も生存 して い る が,全 摘 術 の 施 行 で きな
か った1例 と他 のNC例 やPD例 は い ず れ も ハ イ





























るかということである.幸 いPRの えられた4例 中
3例に膀胱全 摘術を施 行 しえた.ま た この うち2例
(全摘拒否例)で はそれ ぞれ回結腸による代用膀胱作
成と神経温存術,s亘gmoidostomy(女性例)を おこ









浸潤 性 膀 胱 癌ll例に つ いて ハ イ パ ー サ ー ミアを お こ




あ った.こ れ らの8例 では 心 疾 患 を は じめ とす る合併
症 がみ られ,ま た 前 治療 と してす で にradiationや
TUR,化 学療 法 な どを 受 け て いた.こ れ らに 対 し,
HPC-adriamycin,radiationなどを 併用 して ハ イパ
ー サ ー ミアを お こな った とこ ろ,CRが4例,PRが
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4例,NCが2例,PDが1例 という成 績がえられ
た.ま たPRの4例 中,3例 に膀胱全摘術 がおこな
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